
[bookmark: _Toc510515516]江戸川流域の特徴
	・水害は地域ごとに異なり、流域の地形や河川の成り立ちが大きく影響します。
・江戸川は、日本一流域面積の広い利根川から分派した河川であり、上流部は人工的に開削された河川です。
・江戸川は利根川から分派した河川であるため、江戸川流域だけでなく、利根川上流域の水も流れ込んできます。


※降雨や降雪が○○河川に流入する全地域を○○河川の流域と言います。
[image: ]江戸川の成り立ち
















【解説】
1590年、江戸に入府した徳川家康は様々な河川事業に着手し、その中でも一大事業であったのが、それまで東京湾に流れ込んでいた利根川の流路を太平洋に変更する「利根川東遷事業」です。洪水防止、舟運発達、新田開発などの目的のために実施されたこの事業により、それまで渡良瀬川の下流部だった川（太日川：ふといがわ）が、利根川の分流の「江戸川」として生まれ変わりました（1641年）。

	江戸時代以前
	現在の埼玉県熊谷市、春日部市、草加市を通って東京湾に流れていました。

	1594年
	川俣で二筋に分かれていた流れの一つ「会の川」を締切、流れを1本にしました。また、川口でも隅田川へ流れる流路を締め切り、流れを太日川に変えました。

	1621年
	佐波～栗橋間を開削して利根川と渡良瀬川をつなぎ、渡良瀬川の下流にあたる「太日川」に水を通しました。また、栗橋～関宿間に細い溝（赤堀川）を開削しました。

	1624年～
1643年
	【江戸川の誕生】
1635～1641年まで関宿～金杉間に新しい川（江戸川）を開削し、利根川の水を「太日川」へ流れやすくしました。また、利根川と常陸川を結ぶため逆川を開削しました。

	1654年
	利根川・常陸川を結ぶため、赤堀川の幅・深さを拡大し、より大量の水を流せるように改良しました。


出典：江戸川・中川・綾瀬川～watch the river～（江戸川河川事務所HP）

流域
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利根川水系の３Ｄ色別標高図
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利根川の上流のダム（藤原ダム）
出典：http://www.ktr.mlit.go.jp/tonedamu/tonedamu_index002.html
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江戸川流域
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江戸川流域の状況（江戸川左岸：千葉県市川市）　　　　　江戸川流域図


【解説】
江戸川は、茨城県五霞町・千葉県野田市で利根川から分かれ、茨城県・千葉県・埼玉県・東京都の境を南下して東京湾に注いでいます。江戸川の流域は、江戸川が始まる五霞町及び野田市から、下流の市川市までの左岸側で、流域面積は200.3km2です。（ピンクのエリア）
右岸の中・上流部に水田地帯がある他は、両岸とも市街地が多く、特に下流部には人口・資産が集中しています。

江戸川の右岸（埼玉県、東京都）側は、江戸川の堤防が河川の水位より低い場所です。そのため、江戸川の右岸に降った雨は江戸川に流れ込まず、中川に流れ込み、江戸川の左岸（千葉県）に降った雨は江戸川に流れ込むため、江戸川の左岸が江戸川流域となっています。
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荒川と利根川の間の横断図

流域が同一である本川と支川の全てを含めて「水系」といい、江戸川は利根川水系の一河川です。利根川水系流域図の中で、江戸川が利根川から分かれる地点（茨城県五霞町・千葉県野田市）までの利根川の水も江戸川に流れてきます。その利根川は、群馬県利根郡みなかみ町の大水上山に発し、多くの支川（烏川や渡良瀬川等）と合流し、江戸川に流れ込んでくるため、群馬県沼田市や前橋市、栃木県足利市に降った雨によって、江戸川の河川水位が上昇する可能性があります。

藤原ダムは、利根川本川の上流（群馬県利根郡みなかみ町）に位置するダムです。前線や台風等により洪水が増える出水期には、大雨による洪水を抑制するためにダムにより多くの水を溜める等の洪水調節を実施しています。
江戸川を分派する地点より上流の利根川には、7ダム1調節池があり、これら利根川水系のダムによる洪水調節により、利根川、そして江戸川の水位低減が図られています。また、洪水調節といった治水だけでなく、農業用水や水道水、工業用水及び発電等にも利用されています。

参照：江戸川・中川・綾瀬川～watch the river～（江戸川河川事務所HP）
：利根川水系 利根川・江戸川河川整備計画【大臣管理区間】（国土交通省関東地方整備局、H29.9）
http://www.ktr.mlit.go.jp/river/shihon/index00000017.html
：利根川ダム統合管理事務所HP　 http://www.ktr.mlit.go.jp/tonedamu/tonedamu_index001.html
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出典：江戸川河川維持管理計画（江戸川河川事務所）




出典：国土地理院HP
http://www.gsi.go.jp/kankyochiri/degitalelevationmap_kanto.html

【解説】
江戸川は、高低差があまりなく、流れは非常に緩やかな河川です。
江戸川沿川の地形は、左岸側は上流部や下流部の低地を除くと、沿川まで接近している下総台地（しもうさだいち）と台地の間に入り込む低地であるのに対し、右岸側は大部分が低地という特徴があります。また、左岸側の下総台地と沖積低地は、江戸川へ流入する坂川・真間川等の中小の河川流域になります。

この地形的特徴により、江戸川の右岸堤防が万が一決壊すると、その氾濫は埼玉県東部、東京都まで達する可能性があります。


参照：江戸川河川維持管理計画（江戸川河川事務所）



［江戸川］平成30年3月18

[bookmark: _Toc510515517]江戸川の水害に対する治水・減災対策
[bookmark: _Toc510515518]治水対策
	・明治期以降、大きな洪水が起きるたびに河川改修を実施し、安全に洪水を江戸川に流せる量を増やしてきました。また、安全に洪水を流せる量を増やすとともに、堤防の整備や強化を進め、堤防が決壊しないように整備を進めています。



[image: ]河川改修



















【解説】
引堤をして、増水時にも、洪水を河川の中で安全に下流へ流す能力（量）を増やします。

引堤
堤防と堤防の間を広げて川幅を広くする「引堤」を何度も行った結果、江戸川の川幅は、明治時代末期より約４倍広くなっています。
[image: ]引堤による川幅の拡大により、江戸川を安全に流せる量も増え、昭和55年には6,000m3/秒と、明治44年（2,230m3/秒）の約2.5倍となっています。



参照：江戸川・中川・綾瀬川～watch the river～（江戸川河川事務所HP）


河道掘削
江戸川
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掘削前後の河岸の状況（左：掘削前、右：掘削後H26.8月）
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河道掘削箇所：埼玉県春日部市
（金野井大橋：国道16号下流）


【解説】
河道を掘削して、増水時にも、洪水を河川の中で安全に下流へ流す能力（量）を増やします。

河道掘削
[image: ]洪水を安全に流下させるために、高水敷や河床を掘削しました。掘削した土砂は、堤防整備等への盛土材として有効に活用しています。

出典：平成29年度事業概要（江戸川河川事務所）


江戸川放水路・行徳可動堰
[image: ]






江戸川放水路の開削状況（大正13年）
出典：江戸川改修100周年パンフレット
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行徳可動堰
出典：H29.10台風21号　江戸川出水速報（第3報）

【解説】
大きな出水時には、行徳可動堰を稼動し、江戸川の洪水を安全に河口まで流します。
江戸川放水路
江戸川（現在の旧江戸川）は、行徳（千葉県市川市）から河口間においては、流路の屈曲、家屋の密集、川の中に妙見島があることなどから、行徳より東へほぼ直角に約3.2kmの放水路を新たに開削し、江戸川の洪水を江戸川放水路に分流しました。

行徳可動堰
昭和22年9月のカスリーン台風の教訓から、江戸川放水路の流下能力（安全に流すことができる流量）が求められました。そして、昭和24年に、江戸川放水路の計画洪水流量が2500m3/秒から4500m3/秒に増加したことにより、明治44年の計画で開削した放水路の固定堰を撤去し、可動堰を建設しました。昭和32年3月、現在の行徳可動堰が完成し、平成22年年度から平成26年度にかけて、老朽化対策と耐震補強を目的とした工事を実施しました。
行徳可動堰は、普段はゲートを完全に下げて江戸川放水路からの海水の遡上を阻止し、堰上流の取水の安定化に役立っています。また、洪水時には、ゲートを引き上げ、洪水を安全に河口まで放流しています。
なお、洪水時に行徳可動堰を開放した動画を、以下ＨＰに公開しています。

出水速報　http://www.ktr.mlit.go.jp/edogawa/edogawa00671.html

参照：江戸川改修100周年パンフレット（江戸川河川事務所HP）
江戸川河川事務所HP：http://www.ktr.mlit.go.jp/edogawa/edogawa00243.html

高規格堤防
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高規格堤防の特徴
参照：江戸川・中川・綾瀬川～watch the river～
（江戸川河川事務所HP）
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江戸川における高規格堤防整備マップ

出典：江戸川河川事務所HP：
http://www.ktr.mlit.go.jp/edogawa/edogawa_index038.html
【解説】
東京都、埼玉県、千葉県、茨城県を流れる江戸川周辺では、都市化に伴い人口・資産・都市機能が集中しており、万が一江戸川が決壊すると、その被害は甚大になります。高規格堤防は、このような被害を未然に防ぐために進められている事業です。

江戸川では、堤防の決壊による壊滅的な被害を回避するため、従来の堤防より飛躍的に安全度の高い「高規格堤防」の整備を進めています。高規格堤防は、堤防の高さの約30倍の幅で、上面を緩い勾配にしています。
高規格堤防は、洪水による越水や浸透及び地震に対して強い堤防で、区画整理事業等と一体となって進める公共事業であることから、土地の買収を行いません。地権者は土地を手放す必要がなく、土地の権利はそのままなので、高規格堤防完成後は、元通り土地を利用することができます。

高規格堤防の特徴
	越水に強い
	高規格堤防は、堤防から溢れた水（越水）が緩やかな斜面を流れる構造なので、越水により堤防が崩れることがありません。

	浸透に強い
	高規格堤防は、堤防の幅が広いため、洪水により、堤防への水の浸透が長時間続いても、崩れることがありません。

	地震に強い
	高規格堤防は、整備する地面の特性に応じて、軟弱地盤であれば地盤を改良し、耐震対策を強化しているため、地震による液状化や法面のすべりにも強くなっています。



参照：江戸川・中川・綾瀬川～watch the river～　（江戸川河川事務所HP）



堤防強化
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堤防対策強化対策区間
[image: ]首都圏氾濫区域堤防強化対策区間
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首都圏氾濫区域堤防強化対策の標準的な断面
出典：江戸川・中川・綾瀬川～watch the river～（江戸川河川事務所）
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参照：平成29年度事業概要（江戸川河川事務所）


【解説】
昭和22年9月のカスリーン台風による利根川の決壊により、そこから溢れた濁流は埼玉県東部及び、下流は東京都葛飾区、江戸川区まで達しました。もし今、利根川が決壊すれば、首都圏では甚大な被害が発生すると想定されます。

災害の発生防止及び被害軽減のため、築堤や堤防のかさ上げ、引堤などにより、洪水が河川から溢れないようするとともに、堤防そのものを拡幅し堤防が決壊しないように努めています。しかし、洪水により水位が危険な水位（計画高水位：H.W.L.）に達しなくても被害は発生することがあります。
堤防は過去に幾度となく嵩上げや拡幅を行ってきましたが、築堤の履歴は複雑で堤防の安全性にはバラツキがあります。このことから、出水で浸透による漏水などの被害が発生したり、堤防内に河川水が浸透すること等により堤防が決壊する恐れがあります。

このため、浸透に対する堤防の安全性向上を目的に、平成16年度から、堤防拡幅による堤防強化を実施しています。
これは、堤防の断面積を大きくすることにより、浸透による堤防の決壊を防ぐ対策です。この対策を実施するためには、堤防の街側の土地が新たに必要となるため、用地買収を行いながら進めています。
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参照：江戸川・中川・綾瀬川～watch the river～（江戸川河川事務所）
：平成29年度事業概要（江戸川河川事務所）
：江戸川河川事務所HP：http://www.ktr.mlit.go.jp/edogawa/edogawa00048.html



[bookmark: _Toc510515519]治水対策の効果（施設効果）
	・降雨や河川水位を確認し、状況に応じて行徳可動堰を開放し、江戸川の水を江戸川放水路にも流し、行徳可動堰上流の水位を低下させています。



行徳可動堰の効果
平成27年9月台風17・18号
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平成29年10月台風21号
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【解説】
洪水時には、普段、塩分遡上を防ぐために完全に下げているゲートを引き上げ、洪水を江戸川放水路に流します。
最近では、平成27年9月の台風17・18号と平成29年10月の台風21号の時に開放しました。その前は平成23年9月の台風15号の出水時です。
行徳可動堰を開放することにより、江戸川と旧江戸川の水位が下がり、堤防の安全が確保されます。
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参照：H27.9台風17・18号　江戸川出水速報（第2報）　（江戸川河川事務所）
：H29.10台風21号　江戸川出水速報（第3報）　（江戸川河川事務所）



[bookmark: _Toc510515520]減災対策
	・進行性の災害である水害対応においては、タイムラインの作成とホットラインの実施により、発災時に効率的・効果的に応急対策を行うことができ、被害防止につながります。



[image: K:\5199_share\04災害対策\02 洪水対応\H27\★「避難を促す緊急行動」の対応について！\⑨　タイムライン\②　説明会の開催依頼\【様式】タイムラインのイメージ（たたき台）.jpg]タイムライン















ホットライン
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[bookmark: _GoBack]


【解説】

＜タイムライン＞
地域で発生する自然災害に対して、地域の防災機関や様々な関係機関が予め行うべき防災行動を整理した防災行動計画です。
水害は、台風や低気圧等の気象・河川情報によって浸水時期や浸水範囲が予想されるため、タイムラインによる減災効果は大きいとされています。
タイムラインでは、被害が生じると考えられる一つの典型的な過程を想定し、「いつ」「誰が」「何を（行動内容）」の防災行動を決めています。典型的なシナリオのタイムラインを作成しておくことにより、想定していた事象に対しては、計画通りの対応を基本とするため、従来の対応検討のための人員配置などを行う必要がないため効率化します。その分、想定していなかった事象に対し、時間や人的資源を投入することができ、被害の最小化を目指すことができます。
国土交通省では、洪水時に市区町長が避難勧告等を確実に発令できるよう、避難勧告等の発令を目的とした、水害対応タイムラインを作成しています。

最近では、「マイ・タイムライン」といった、住民一人ひとりがそれぞれの環境に合ったタイムラインを自ら検討する取組が進められています。

参考：みんなでタイムラインプロジェクト（国土交通省　下館河川事務所HP）
http://www.ktr.mlit.go.jp/shimodate/shimodate00285.html

＜ホットライン＞
ホットラインとは、市区町長が行う避難勧告等の発令の判断を支援するための情報提供の一環として、河川管理者から、必要に応じ河川の状況、水位変化、今後の見通し等を市区町長等へ直接電話等で伝える仕組みのことです。
市区町長は、気象や河川に関する情報の他、浸水被害の状況や避難ルートの状況等、様々な状況を踏まえて避難の判断を行います。
この市区町長の判断を支援するため、河川管理者（江戸川河川事務所）から河川の状況や水位変化、今後の見込み等の情報を集約し、市区町長及び災害対応担当部署に直接連絡するのがホットラインです。洪水は上流側から下流側にかけて流れていくため、流域全体でどのような状況になっているのか等の情報提供を行います。

参照：中小河川におけるホットライン活用ガイドライン（H29.2）（国土交通省）
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動画
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洪水浸水想定区域図
江戸川河川事務所では、江戸川や利根運河、坂川が氾濫した場合に、浸水が予想される区域や水深を記した浸水想定区域図を平成29年7月20日に公表しました。市区町別に作成しておりますので、下記URLからご覧ください。

江戸川河川事務所HP　http://www.ktr.mlit.go.jp/edogawa/edogawa_index008.html



【解説】
＜水防活動＞
江戸川が大雨により増水した場合には、地域の水防管理団体（市区町など）が堤防の状態を見回り、危険なところが見つかれば壊れないように土のうを積んだり、シートを設置するなどの水防活動を行います。
水防活動とは、洪水などによる被害を防止、あるいは軽減するため、河川堤防等で水防工法などを駆使した活動を言います。洪水による被害が大きくなると、水防管理者は警察に援助を求めることができ、都道府県知事は自衛隊の派遣を要請することができます。
写真は、平成3年、草加市栄町地先の綾瀬川における水防活動です。綾瀬川の水位が上昇し、堤防を越えて水が溢れ出し、その水により堤防が決壊する恐れがあるため、それ以上水が溢れないよう、堤防の上面に土のうを積上げています。
水防管理団体においては、毎年水防訓練を実施し、水防団員の志気高揚を図るとともに、水防技術の錬磨に努めています。しかし、近年、水防団員や消防団員の減少、高齢化などにより、水防の担い手減少に伴う地域の防災力低下が課題となっています。

参照：国土交通省HP　 http://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/kisotishiki/index2.html
：江戸川河川事務所HP　http://www.ktr.mlit.go.jp/edogawa/edogawa00091.html


＜排水活動＞
江戸川河川事務所では、浸水被害等の被災市区町の支援のため、所有する排水ポンプ車による排水活動を行っています。排水活動は24時間体制で行うため、排水ポンプ車の他、夜間は照明車も活用して、排水を行います。
写真は、平成27年9月の関東・東北豪雨時の大落古利根川沿川の松伏町上赤岩地先における排水活動です。


＜洪水浸水想定区域図＞
洪水浸水想定区域図は、洪水により河川（江戸川）が氾濫した場合に、想定される浸水区域や浸水深を知り、地域の皆さんが洪水発生時の対応（災害への準備、避難方法等）について事前に考えることで、被害を小さくすることを目的としています。
平成27年の水防法改正により、河川管理者（国、都道府県）は想定し得る最大規模の降雨（想定最大規模）に対応した浸水想定区域を指定しました。
この洪水浸水想定区域図を踏まえ、市区町長は避難方法等を住民に適切に周知するための水害ハザードマップを改訂（作成）していきます。
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